
２０１０年（平成２２年）の災害概要 

   方面内の人口は、約１１０万人で、和歌山県内の人口、あるいは仙台市の人口に匹敵する。 

  火災件数は、４６６件あり、その約７割の３３３件が建物火災である。原因としては「放火（疑いを

含む）」が最も多い。建物火災の約３割の８７件が延焼火災となっており、焼損床面積は１，９４５㎡、

焼損表面積が９４５㎡である。救急出場件数は、７６，８２４件ある。 

人口 102 万人の仙台市では、火災件数 391 件、焼損面積 3,471 ㎡、救急出場件数約３万７千件

であることから見ると、火災では同じような統計数値となるが、救急出場件数では２倍近く多くなる。 

 方面内人口は 110万人であるが、昼間人口は約 150万人になることから、これらの影響もある。 

１，管内概要 

  管内面積  人  口    世帯数  建物総件数 

方面内 合計    ６７．８４k ㎡  １，１０８，８６６人    ５８５，６７１   ２２４，６９６ 

四  谷     ３．２１〃       ３３，３０９     ２０，８１６       ７，２５８ 

牛  込     ５．２３〃       ８９，９０３     ５２，８２４    １４，９３０  

新  宿     ９．７９〃      １５８，９３２     ９６，９３３    ２９，１７６  

中  野     ６．４６〃      １３８，７１４     ８４，３６９    ２６，１５１ 

野  方     ９．１３〃      １６０，８４８     ９１，５６３    ３６，２３６ 

杉  並    １８．９９〃       ３０５，０３９    １７４，２４３    ６４，４１６ 

荻  窪    １５．０３〃      ２２２，１２１    １１７，７４７    ４６，５２９ 

 

  方面内には、７つの消防署と２２の出張所があり、職員数は１，６１５人である。署員数は、牛込 

消防署の１３３人から杉並消防署の３６２人まで、署の特性や管内状勢により異なる。 

消防団は各消防署に本団本部があり、7 つの消防団と４２の分団、１，８００人の消防団員が 

活動している。  

２，火災－１ 

  火災件数 建物火災 （延焼火災） 車両火災 その他の火災 

方面内 合計   ４６６件   ３３３件    ８７件    ３３件    １００件  

四  谷    ３７    ２４      ４     ３      １０ 

牛  込    ４８    ３１      ６     ７     １０ 

新  宿   １３９   １０４     ２６    １７     １８ 

中  野    ６４    ４７    １３     ２     １５ 

野  方    ４５    ３３     ９     ０     １２ 

杉  並    ７１    ５２    ２０     ３     １６ 

荻  窪    ６２    ４２     ９     １     １９ 

                （注: 延焼火災は、建物火災のうち、全焼・半焼・部分焼の火災の合計） 

 



  火災－２ 

火災による 死者 負傷者 焼損床面積 焼損表面積 

方面内 合計     ７名    ９７名   １，９４５㎡      ９４５㎡ 

四  谷     ０     ６   ３５        ２３  

牛  込     ０     ５       １２２      ２８５ 

新  宿     ０    ３１       １４９      １９６ 

中  野     ４    １９      ５８６      １６６ 

野  方     １    １２       ９８       ７２ 

杉  並     １     １６      ７１４      １２２ 

荻  窪     １      ８      ２４１       ８１ 

   火災による死者は７名、昨年の 14 名から半数となった。 

３，救助等活動 

 救助活動 危険排除件数 PA 連携活動 消防警戒 

方面内 合計  ２，１１５件    ６２１件   １５，３６７件     １７７件 

四  谷      １６５     ４９   ７８７   ６５ 

牛  込      １７９     ５０      １，１５４   ２０ 

新  宿      ４５８    １３１      ４，５８７   ２９ 

中  野      ２０２     ８６     ２，０１０    ８ 

野  方      ２４６     ９２     １，７９３   ２８ 

杉  並      ４７３     １１６     ３，１３８   １３ 

荻  窪      ３９２      ９７     １，８９８   １４ 

  ＰＡ連携は、救急活動の中で救急隊単隊では困難な事案や救急隊の到着が遅延する遅気のあ

る場合にポンプ隊が救急支援として出場する。新宿消防署がＰＡ連携が多いのは、「新宿駅内や、

歌舞伎町などの夜間繁華街での救急支援」としてケースが多いためである。 

 

４，救急救護件数 

 救急出場件数 救護件数 （急病 （一般負傷 （交通事故 

方面内 合計   ７６，８３４件    ６７，３８９人 ４９，６６２  １２，２６１  ６，３０１ 

四  谷    ９，６６２      ８，２９７  ５，８３９   １，５６１    ８０９ 

牛  込    ２，９９４      ２，７０４  １，９７５     ４５７    ２４４ 

新  宿   ２２，８５８   １９，４５２  １４，７３９    ３，６６９ １，６７３  

中  野    ６，０８１    ５，４４６  ３，９８７     ９８７    ４５５ 

野  方    ８，９０１    ７，９１８  ６，０７１   １，３８８     ６９８ 

杉  並 １８，２５８ １６，２７２  １１，８０４   ２，８８９ １，６６４ 

荻  窪    ８，０８０      ７，３００  ５，２４７   １，３１０    ７５８ 

 方面内の救急隊は２５隊あり、平均して年間３，０００件の出場件数となる。特に多いのは新宿歌

舞伎町の直近救急隊が約３，８００件の出場となっている。 


